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田中成幸（たなかまさゆき）

ひきこもり・ニート支援からインキュベーション支援まで
子ども・若者をオールレンジで支援

学歴・職歴

 慶應義塾大学商学部（消費者行動論）

 東京大学大学院総合文化研究科広域科

学科広域システム科学系（複雑系科学）

 株式会社野村総合研究所(2008~2017)

 特定非営利活動法人育て上げネット

GOB Incubation Partners

 合同会社Co-Work-A

• 専門性
 子ども・若者支援業界における「支援者
支援」

 NPOのハンズオン支援

 子ども・若者に関わる調査研究・実行支
援

 子ども・若者支援地域協議会立ち上
げ・運営支援

 子ども・若者支援計画策定支援

 各種調査研究

 起業支援

 メンタリング

 事業推進支援

 日本酒イベントの企画・運営



ジョブトレ

親の会「結」

教育事業

サードプレイス創出事業 3



「若者UPプロジェクト」を題材に、民間の活動が政策として
継承されていくプロセスとポイントを考える

• 2010～2017年度に実施された、日本マイクロソフトと子ども・若者支援に
取り組むNPOとの協働事業「若者UPプロジェクト」

• 2018年4月から、取り組みの成果が認められ、厚生労働省「地域若者サ
ポートステーション」（サポステ）事業を統括する、若者自立支援中央セン
ターに引き継がれて実施

• 民間の取り組みが「政策化された」とも言えるこの成果は、どのようにして実
現したのか。
プロジェクトの経過を追い、企業・NPO・行政それぞれの立場からの発言を
もとに、多様な組織が協働して社会を良くしていく（コレクティブ・インパク
ト）ためのポイントを探ります。
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本日のアジェンダ

1. 若者UPプロジェクトについて

2. コレクティブインパクトの概要

3. 協働から政策化に至るプロセス＆ポイント
若者UPプロジェクト立ち上げの経緯

開始直後の体制

展開エリアの拡大期

政策化（厚生労働省事業として継承）以降の動き

4. コレクティブインパクトの視点から見た若者UP
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若者プロジェクトについて
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「若者の可能性を引き出したい」という思いで始まった
取り組みが、国の政策として引き継がれた

「若者UP」プロジェクト

認定NPO法人育て上げネット / Copyright© All Rights Reserved

若者UP
とは？

2010年に日本マイクロソフト株式会社と育て上げネット他複数の若者支援NPOの連携のもとに立ち
上がった社会貢献プロジェクト。就労を目指す若者を対象としたITスキル講習を全国のサポートステー
ション（サポステ）で実施。開始から7年で約5万人が受講。
2018年からは厚労省の政策として引き継がれ、全国のサポステの事業として実施されている。

若者UP
の成果

規模

受益
者数

進路
決定率

2010年度

1,527人

首都圏5ヶ所

受講終了6か月で

45.7%

2017年度

7,203人

全国41団体

受講終了3か月で

33.4%

※

※※

※※※

※2013年から実施規模を「実施場所」から「実施団体」に変更 ※※2018年2月時点 ※※※2017年10月までの進路決定率

取組みの
ポイント

✔
✔

✔

異なる専門性・強みを持ったNPOと民間事業者の連携による相乗効果

現場に即した実施スキーム(若者向け教材の開発、支援スタッフの講師化)

実施規模拡大に随時対応していった“成長し続けるチーム”
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若者UPプロジェクトとは・・・

10

2010年、日本マイクロソフト株式会社と
複数の若者支援NPOの連携のもと始められた
社会貢献プロジェクト

2018年からは厚労省の政策として引き継がれ、全国
のサポステの事業として実施されている
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若者UPはこんな活動

11出所）コネクションズかわさき（かわさき若者サポートステーション）
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若者UPプロジェクトの様子

12
出所）させぼ若者サポートステーション
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